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DuMA ニュースレター                                  2019 年 6 月 10 日 

津波の基礎知識（３） 津波の伝わる速さ 
 津波が伝わる速さは「極めて速い」という事をまず理解する必要があります。 

 津波の伝わる速さはその地点の水深だけで決まるという特徴があり、水深が深いほど速く伝わります。 

数式で書くと以下のようになります。ここで   は重力加速度（9.8m/s2）,  D は水深（m）です。 

  たとえば水深（D）に 4000m という数値を入れると、速度（V） は 秒速約 192m となります。これは時

速に換算すると、691ｋｍ/h という速度になります。つまり太平洋のような大海では、ジェット機なみの速

度で津波が伝搬するのです。 

� � ���    (単位: m/s) 

国土交通省の建築研究所のウエブには 2010 年のチリ地震の津波のシミュレーションが公表されてい

ます。 

http://iisee.kenken.go.jp/staff/fujii/Chile2010/tsunami_prop_ja.html 

 

  次にお示しするグラフは水深と津波が伝わる速さとの関係を示したものです。 

 

 一般に言われるのが、太平洋のような大洋ではジェット機なみ、日本周辺では新幹線なみ、陸上では

ウサイン・ボルトなみ（時速４０ｋｍほど）と言えるかと思います。従いまして、津波が本当に来るのかを海

岸に出て確認するというのは自殺行為です。ただし、ボルト選手、あるいは桐生選手やサニブラウン選

手と同じぐらい速く走れて、かつそのスピードを１００ｍではなく、１ｋｍは維持できる方はこの限りではあり

ません（そんな人はいないですね）。 
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日本列島陸域の地下天気図® 

 ５月６日のニュースレターに引き続き、日本列島の主に陸域に特化した地下天気図解析です。５月６

日に、それまで継続的に報告させて頂いていた九州北方海域（中国地方西方）の異常が L タイプでも

M タイプでも消失した事を報告いたしました。６月６日の段階では、M タイプでは、再び九州北方海域に

小さな異常が出現しだした事が確認されました。ただし L タイプでは異常は消失したままです。以下に６

月６日時点の M タイプの地下天気図をお示しします。 
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また次にお示しするのは、同じく６月６日時点の L タイプの地下天気図です。 

 

 

 

 ５月２７日のニュースレターで、関東地方西部で静穏化の異常が出現しだした事をお伝えしましたが、

今回の解析でも M タイプ、L タイプいずれの解析でも異常が広がっている事がわかります。また新潟

県・山形県に広がる静穏化の異常も M タイプ、L タイプ両方の解析で出現しています。 

 この２つの領域の静穏化異常は、その推移を注目していく必要があると考えています。 

 

 


